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市
で
は
、
景
観
地
区
認
定
制
度

に
よ
る
景
観
協
議
や
、
よ
り
よ
い

景
観
の
継
承
と
優
れ
た
都
市
景

観
創
造
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
芦
屋
景

観
地
区（
素
案
）」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
北

館
三
階
都
市
計
画
課
、
北
館
一
階

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
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七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
五

日
ま
で
に
都
市
計
画
課
へ
持
参
、
ま
た
は

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
ご
意
見
に
は

住
所
、
氏
名（
団
体
の
場
合
は
名
称
・
代
表

者
氏
名
）、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
ま
た
は
窓
口
で
の
、
口
頭
に
よ
る

　

意
見
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
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ご
意
見
は
、
市
の
見
解
と
と
も
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表（
氏
名
等
は
非
公
表
）

す
る
予
定
で
す
。

　「政治倫理の確立のための
芦屋市長の資産等の公開に関
する条例」に基づき、市長の
資産等補充報告書および関連
会社等報告書を公開します。
　各報告書の閲覧を希望され
るかたは、下記へお問い合わ
せください。
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活
用
提
案
の
一
般
公
募
を
実
施
し
ま
す
。
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劔
谷
九
番
一

�
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�
　

一
万
八
千
六
百
七
十
四
㎡

�
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第
一
種
中
高
層
住
居

　
　
　
　
　
　

専
用
地
域　
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六
〇
％　
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二
〇
〇
％
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七
月
初
旬

�
�
�
�
�
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�
　

七
月
下
旬

�
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八
月
中
旬

�
�
�
�
�
�
�
�
八
月
下
旬

�
�
�
�
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�
　

九
月
下
旬

�
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十
一
月
下
旬
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介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
、

七
月
十
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
算
定
は
、
本
人
や
家
族

の
所
得
等
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）と
普
通
徴
収（
納
付

書
も
し
く
は
口
座
振
替
）が
あ
り
ま

す
。
年
金
受
給
の
か
た
も
、
普
通
徴
収
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
通
知
書
」

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
通
徴
収
は
、
年
間
保
険
料
を
七
月
か

ら
翌
年
の
二
月
ま
で
の
八
期
に
分
け
て
、

納
付
す
る
方
法
で
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
が
開
始
し
た
場
合

�����
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に
は
、
普
通
徴
収
の
回
数
が
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
前
年
の
半
分
以
下
に
な
る
な
ど
、

保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
か
た
は
、
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
期
限
の
七
日
前

ま
で
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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　市税の滞納により差し押さえた不動
産を、インターネットによる入札の方法
で公売します。　
　入札には、どなたでも参加できます。
�������※下見会は行いません。
�����①兵庫県西宮市山口町香花
園　②滋賀県高島市安曇川町中野（び
わこ台）　���　①山林（現況造成前
宅地）　②山林（現況介在山林）別荘地
����①406㎡～②299㎡ ～340㎡　
����　①２区画　②６区画
������
�����　７月10日（木）午後１時～24
日（木）午後５時　�����　７月30日
（水）午後１時～８月６日（水）午後１時　
※納付等により中止になる場合があります。
公売物件等の詳細は、公売広報、市ホーム
ページを参照してください。
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法
律
で
各
部
屋
に
火
災

　
　
　
　
　
　
　
　

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
た
」
と
業
者
が
訪
問
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ー
な
ど
で
安
価
で
販
売
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
も
の
は
二
〜
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　

で
使
え
な
く
な
る
し
、
警
報

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
に
も
連
携
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
の
で
役
に
立
た
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　

も
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
器
に

　
　
　
　
　
　
　
　

付
き
一
万
五
千
円
と
高
額
な

の
で
迷
っ
て
い
る
と
、
火
災
が
起
き
た
場
合
は
火
災

警
報
器
が
付
い
て
い
な
い
と
火
災
保
険
が
お
り
な
い

と
聞
か
さ
れ
、
契
約
し
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
。

　
　

火
災
警
報
器
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か

ら
新
築
住
宅
に
、
既
存
住
宅
は
平
成
二
十
三
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
の
条
例
で
は
、
取
り
付
け
場
所
は
ま
ず
寝
室

で
す
が
、
住
ま
い
の
形
態
に
よ
り
階
段
や
廊
下
に

煙
感
知
式
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。
訪
問
販
売
業
者
の
中
に
は
、
市
販
の
警

報
器
は
駄
目
と
い
っ
て
高
額
な
商
品
を
強
引
に
勧

め
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
火
災

が
起
き
た
場
合
、
火
災
警
報
器
が
付
い
て
い
な
い

と
火
災
保
険
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
掛
け
て
い
る
保
険
に
よ
っ
て
違
う
場
合
も

あ
る
の
で
、
保
険
の
内
容
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
訪
問
販
売
で
の
契
約
で
あ

れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
も
で

き
ま
す
。
商
品
購
入
の
時
は
、

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
の
付
い
た
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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周
辺
の
良
好
な
住
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
土
地
利
用
を
学
校
用
途
に
限
定
し
た
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サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量

等
に
つ
い

て
、
策
定

す
る
も
の

で
す
。
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七
月
十
五
日（
火
）ま
で

�
�
�
　

二
人
以
内　

�
�
�
　

市
内
に
居
住
し
、
七
月
一
日
現

　
　
　
　

在
、
満
二
十
歳
以
上
の
か
た　

�
�
�
　

七
月
〜
平
成
二
十
一
年
三
月
末

�
�
�
　

平
日
ま
た
は
土
・
日
曜
日
の
昼

　
　
　
　

間
に
、一
回
二
時
間（
合
計
五
回
）

　
　
　
　

程
度

　
　
　
　

＊
詳
細
は
委
員
会
で
決
定
。　

�
�
�
�
�
　
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
地

　
　
　
　

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

　
　
　
　

め
に
必
要
な
こ
と
」
に
関
す
る

　
　
　
　

作
文（
八
百
字
以
内
、書
式
自
由
）

　
　
　
　

に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

　
　
　
　

年
月
日
・
性
別
を
記
入
し
、
郵

　
　
　
　

送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

　
　
　
　

で
障
害
福
祉
課
へ
。

　
　
　
　

＊
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
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応
募
原
稿
は
策
定
委
員
会

　
　
　
　

委
員（
市
民
枠
）推
薦
委
員
会
で

　
　
　
　

審
査
の
上
、結
果
を
ご
本
人
に

　
　
　
　

通
知
し
ま
す
。　

　

市
で
は
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら

の
次
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た

め
、「
市
民
委
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画

は
、
障
が
い
の
あ

る
か
た
が
地
域
の

中
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
、

地
域
生
活
支
援
や

社
会
参
加
の
促
進

の
た
め
の
基
盤
整

備
、
必
要
な
各
種
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31�2121）へ
お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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　都市地域の防災性向上や環境改善などを目的として、市が緑化計画を作成します。それに沿っ
て住民の皆さんが、公園・学校・広場・住宅地や空き地などで協働して実施する樹木を中心とし
た緑化活動に対して、県から苗木購入費などの補助が受けられます。また、大規模な建築物の敷
地の緑化、幼稚園・小学校などの運動場の芝生化なども補助されます。
�������	
��
	���
	�
�����　＜第２期＞７月１日～８月29日　＜第３期＞９月１日～１１月７日　
　　　　　　＊予定額を上回った時点で募集締め切り
�������	
���
���������
�����　５月26日～１１月７日　＊予定額を上回った時点で募集締め切り
�����　市街化区域などの用途地域のある区域ほか　　　　　　　
�����　公園・空き地などの緑化、住宅地の生垣化、校園庭の芝生化ほか
�����　苗木等購入費・緑地整備費

�������	
���
�������

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

四
月
か
ら
長
寿
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
被
保
険
者
一
人
一
人
が
保
険
料
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
十
九

年
中
の
所
得
に
応

じ
て
計
算
し
た

「
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
を
七
月

十
五
日
こ
ろ
に
送

付
し
ま
す
。
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�
保
険
料
の
納
め

方
は
、
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）と

普
通
徴
収（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振

替
で
の
支
払
い
）

が
あ
り
ま
す
。
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四
月
か
ら
、特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、平
成
二
十
年
度
保

険
料
額
か
ら
四
・
六
・
八
月
の
仮
徴
収
額

を
差
し
引
い
た
残
額
を
、
十
・
十
二
・
二

月
に
分
け（
百
円
未
満
の
端
数
は
十
月
分

で
）徴
収
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
額
に
よ
っ
て
普
通
徴
収

に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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制
度
に
加
入
す
る
直
前
に
被
用
者
保
険

（
政
府
管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合
・

共
済
組
合
な
ど
）の
被
扶
養
者
だ
っ
た
か

た
に
つ
い
て
は
、九
月
ま
で
は
軽
減
措
置

に
よ
り
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

十
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の

間
に
、
軽
減
後
の
額（
二
千
百
九
十
六
円
）

を
、
特
別
徴
収
ま
た
は
普
通
徴
収
し
ま
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合

　

の
被
扶
養
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
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七
月
か
ら
、
普
通
徴
収
で
支
払
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
の

納
期
は
、
七
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
毎

月
末
の
計
九
回
で
す
。

　

た
だ
し
、
普
通
徴
収
の
人
で
も
、
十
月

以
降
に
特
別
徴
収
に
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
特
別
徴
収
に
関

　国民健康保険は、万が一の病気やけがに備えて、加入者が保険料を
負担し、必要な時に安心して医療を受けるための制度です。保険料は、
医療費（一部負担金を除く）から、国・県等の交付金および市からの繰
り入れ金等を差し引いた金額をもとに計算します。ご加入の世帯に
は、７月10日ごろに「国民健康保険料納額通知書」を送付します。通知
書発送後は、窓口等が非常に混雑が予想されます。ご了承ください。
�������

　年間保険料は「医療給付費分」、「後期高齢者支援金等分」と40歳以
上65歳未満のかたが対象の「介護保険分」からなります。いずれも「所
得割額」、「均等割額」および「平等割額」の合計額です。
※所得割額の算定基礎は、平成19年分の所得金額から純損失の繰り
越し控除および市民税の基礎控除（33万円）を差し引いた額です。
　所得税の確定申告または、市・県民税の申告書を提出されたかたは、
所得の申告は不要ですが、所得のないかた、または、所得の少ないか
たは、保険料が軽減されることがありますので、「国民健康保険所得
申告書」により所得や生活状況を申告してください。
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　同一世帯内の国民健康保険加入者が長寿医療制度への移行に伴い
１人になった場合、一定期間、平等割が２分の１（世帯構成が変更し
た場合、減額措置を見直し）に。
�������	�

○公的年金等に係る雑所得だけの世帯に対する保険料
　平成４年からの暫定措置（所得割の２割減額）を廃止。
○保険料の年金からの徴収
　　原則として、65歳から74歳までの世帯主で、①～③のすべてに　
　当てはまるかたは、10月に支給される年金から保険料を徴収。
　＊該当者は納額通知書に記載。
　①世帯主が国民健康保険の被保険者
　②世帯内の国民健康保険の被保険者のかた全員が65歳以上74歳以下
　③特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上。国民健康保険
　　料と介護保険料を合わせて年金額の２分の１以上を超えないこと
○公的年金控除額の変更
　平成16年中に公的年金等控除額の適用を受けていた65歳以上のか
　たについての経過措置の適用が終了しました。
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1.7％1.6％5.10％����

8,880円8,040円27,360円����

4,800円5,760円19,680円����

90,000円120,000円470,000円�����
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　７月１日から、担当課ごとのダイヤルインに変更されます。
これまでの西宮社会保険事務所の代表番号（�0798-33-1285）は、
使用できませんのでご注意ください。
【�������	�】
������������	
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��������
　国民年金の資格・保険料に関する照会
��������	
��������������	�
　健康保険・厚生年金保険適用に関する照会
�������	
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　健康保険・厚生年金保険料に関する照会
��������������	
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　その他の照会

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�������	
��
��

す
る
「
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
年
金
額
が
、
年
額
十
八
万
円
未
満
の
か
た

　

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
特
別
徴
収
の
対
象

　

と
な
る
年
金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
か

　

た
な
ど
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

次
に
該
当
す
る
か
た
は
、
保
険
料
が
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け
た
か
た

○
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た
か
た

○
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死
亡
し
た

　

こ
と
な
ど
で
、
世
帯
の
所
得
が
軽
減
判

　

定
基
準
以
下
と
な
る
か
た

○
一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け
た
か
た

①
市
内
在
住
の
か
た
で
、
六
十
五
歳
の
誕

　

生
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
、
七
十

　

歳
に
な
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日（
月

　

の
初
日
生
ま
れ
の
か
た
は
、前
月
の

　

末
日
）ま
で
の
年
齢
に
あ
た
る
か
た
。

②
受
給
者
本
人
の
平
成
二
十
年
度（
十
九

　

年
分
）の
市
民
税
が
非
課
税
の
か
た
。

③
一
つ
の
世
帯
で
、受
給
者
本
人
を
除
く

　

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
全
員
の
市
民
税

　

の
課
税
所
得
金
額
が
百
四
十
五
万
円
未

　

満
で
あ
る
か
た
。

※
た
だ
し
、
①
②
の
条
件
を
満
た
し
、
③

　

の
条
件
の
み
該
当
し
な
い
場
合
で
、
受

　

給
者
本
人
を
含
め
た
六
十
五
歳
以
上
の

　

世
帯
全
員
の
収
入
金
額
が
、
合
計
五
百

　

次
の
①
か
ら

③
の
す
べ
て
を

満
た
し
て
い
る

か
た
は
、
老
人

医
療
費
助
成
制

度
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
十
万
円
未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

　

り
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
平
成
十
九
年
分
確
定
申
告

　

等
、収
入
金
額（
各
種
控
除
・
必
要
経
費
・

　

源
泉
徴
収
等
、一
切
の
控
除
を
行
う
前

　

の
金
額
）が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
者
・
高
齢
障
が
い
者
な
ど
福
祉

　

医
療
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
申
請
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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健
康
保
険
証
・
印
鑑（
認
め
印
で
可
）

������


